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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 3,726,478 3,707,522 7,485,611

経常利益（千円） 102,546 84,729 150,304

四半期（当期）純利益（千円） 37,809 21,672 39,049

四半期包括利益又は包括利益（千円） 16,169 50,662 98,442

純資産額（千円） 3,350,318 3,427,197 3,404,563

総資産額（千円） 6,467,721 6,435,136 6,518,643

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 4.72 2.71 4.88

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 51.8 53.3 52.2

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 177,799 19,037 248,868

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △20,192 △59,343 △59,465

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） △136,730 △143,967 △83,460

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
1,374,281 1,278,331 1,462,482

　

回次
第66期
第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 3.14 0.24

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府と日銀の経済金融政策により円安・株高が進み、景気

回復への明るい兆しが表れているものの、輸入燃料・原材料価格の上昇、消費増税に対する懸念などにより、依然

として先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような状況の中にあって当社グループは、営業部門におきましては、直販体制を活かした営業展開を推進

し、営業体制の強化と顧客のニーズの的確な把握による受注拡大及び新規開拓に全力を尽くし、業績の向上に注力

してまいりました。

生産工場及び工事工場におきましては、安全第一のもと、作業効率の改善による品質の向上・コストの削減・

省エネの積極的な取り組みを推進してまいりました。

研究開発などの技術部門におきましては、研究成果の実用化を図り、顧客ニーズに基づいた様々な関連分野で

の技術開発に取り組んでまいりました。

また、海外市場獲得のため、中国子会社の販売体制の強化を推進するとともに、タイ国内において合弁会社設

立の準備を進めてまいりました。　

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,707百万円（前年同四半期比0.5％減）となりました。

　また、損益面におきましては、営業利益は75百万円（前年同四半期比12.6％減）、経常利益は84百万円（前年同

四半期比17.4％減）、四半期純利益は21百万円（前年同四半期比42.7％減）となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。　

①　工事施工

顧客満足度向上のための高度技術の提供、品質管理、徹底したコスト削減により、受注拡大に努めました

結果、鉄鋼関連の保全工事、トッププレート工事の受注は増加しましたが、アルミダイカスト関連工事、プラ

ズマ粉体肉盛工事、粉砕ミル工事、現地加工の受注が減少した結果、売上高は2,665百万円（前年同四半期比

1.1％増）、セグメント利益は226百万円（前年同四半期比3.5％増）となりました。

②　溶接材料

　直販体制による新規顧客の開拓及び既存顧客の深耕による受注拡大とコスト削減に努めましたが、製品にお

いては当社の主力でありますフラックス入りワイヤの売上高は292百万円（前年同四半期比7.6％増）、商品の

アーク溶接棒、ＴＩＧ、ＭＩＧなどの溶接材料の売上高は441百万円（前年同四半期比5.2％減）となり、溶接

材料の合計売上高は734百万円（前年同四半期比0.5％減）、セグメント利益は127百万円（前年同四半期比

3.1％減）となりました。　

③　その他

　自動車関連のアルミダイカストマシーン用部品、環境関連装置の受注が減少した結果、売上高は307百万円

（前年同四半期比12.9％減）、セグメント利益は19百万円（前年同四半期比22.9％減）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ184百万円減少し、1,278

百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、税金等調整前四半期純利益81百万円に減価償却費の計上72

百万円、退職給付引当金の増加18百万円などの資金増加要因があったものの、売上債権の増加11百万円、仕入債務

の減少29百万円、未払金の減少32百万円、法人税等の支払額31百万円などがあり、19百万円の収入（前年同四半期

は177百万円の収入）となりました。 

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、有形固定資産の取得による支出57百万円などの資金減少要

因があり、59百万円の支出（前年同四半期は20百万円の支出）となりました。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、短期借入金の純減少額110百万円、配当金の支払による支

出28百万円などの資金減少要因があり、143百万円の支出（前年同四半期は136百万円の支出）となりました。

　　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、31百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,040,000

計 26,040,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 8,010,000 8,010,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ（スタンダー
ド）　

 単元株式数
1,000株

計 8,010,000 8,010,000  ―  ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　
　
（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　
　
（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　
 
（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１
日～　　　　　
平成25年９月30日

― 8,010,000 ―　 484,812 ―　 394,812

 　

（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　特殊電極従業員持株会
兵庫県尼崎市昭和通２-２-27　特殊電極株
式会社内

620 7.74

　宮田　文夫 兵庫県伊丹市 270 3.37

　大野　昌克 兵庫県伊丹市 190 2.37

　坂西　啓至 大阪府吹田市 170 2.12

　福田　　博 大阪府豊中市 168 2.09

　坂地　一晃 兵庫県川西市 150 1.87

　坂本　浩司 名古屋市名東区 150 1.87

　樋口　豪也 岐阜県可児市　 150 1.87

　株式会社近畿大阪銀行 大阪市中央区城見１-４-27 150 1.87

　株式会社みなと銀行 神戸市中央区三宮町２-１-１ 150 1.87

計 － 2,168 27.06
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

2,000
― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

8,004,000
8,004 ―

単元未満株式
普通株式

4,000
― ―

発行済株式総数 8,010,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,004 ―

 

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

特殊電極株式会社

兵庫県尼崎市

昭和通二丁目

２番27号　

2,000 ―　 2,000 0.02

計 ― 2,000 ―　 2,000 0.02

 （注）　株主名簿上は当社名義株式が2,094株あり、当該株式のうち94株は上記「発行済株式」の「単元未満株式」

欄に含めております。

　

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役 工事本部長兼製品・工事担当 常務取締役 工事本部長 江本　幸朗 平成25年８月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,462,482 1,278,331

受取手形及び売掛金 2,303,393 2,315,639

商品及び製品 544,425 545,059

半成工事 285,607 297,010

原材料及び貯蔵品 81,111 81,364

その他 171,581 171,545

貸倒引当金 △41 △18

流動資産合計 4,848,560 4,688,932

固定資産

有形固定資産 1,399,048 1,396,888

無形固定資産 22,449 85,951

投資その他の資産 248,585 263,363

固定資産合計 1,670,083 1,746,204

資産合計 6,518,643 6,435,136

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,519,628 1,445,360

短期借入金 390,000 280,000

未払法人税等 35,553 70,217

賞与引当金 118,599 109,092

工事損失引当金 10,772 12,048

その他 217,329 207,105

流動負債合計 2,291,884 2,123,823

固定負債

退職給付引当金 406,546 425,249

その他 415,649 458,866

固定負債合計 822,196 884,115

負債合計 3,114,080 3,007,939

純資産の部

株主資本

資本金 484,812 484,812

資本剰余金 394,812 394,812

利益剰余金 2,452,306 2,445,950

自己株式 △379 △379

株主資本合計 3,331,551 3,325,195

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,605 4,033

為替換算調整勘定 74,617 97,968

その他の包括利益累計額合計 73,012 102,001

純資産合計 3,404,563 3,427,197

負債純資産合計 6,518,643 6,435,136
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 3,726,478 3,707,522

売上原価 2,803,459 2,752,272

売上総利益 923,019 955,250

販売費及び一般管理費
※ 836,781 ※ 879,908

営業利益 86,237 75,341

営業外収益

受取利息 665 874

受取配当金 1,299 1,401

雇用安定助成金 7,259 5,989

その他 9,575 5,999

営業外収益合計 18,800 14,263

営業外費用

支払利息 1,977 1,283

為替差損 － 3,099

その他 513 493

営業外費用合計 2,491 4,876

経常利益 102,546 84,729

特別利益

固定資産売却益 209 －

特別利益合計 209 －

特別損失

固定資産除却損 144 376

減損損失 － 3,141

投資有価証券評価損 4,102 －

特別損失合計 4,246 3,517

税金等調整前四半期純利益 98,510 81,211

法人税、住民税及び事業税 55,516 65,418

法人税等調整額 5,184 △5,878

法人税等合計 60,700 59,539

少数株主損益調整前四半期純利益 37,809 21,672

四半期純利益 37,809 21,672
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 37,809 21,672

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,504 5,638

為替換算調整勘定 △20,135 23,350

その他の包括利益合計 △21,639 28,989

四半期包括利益 16,169 50,662

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 16,169 50,662

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 98,510 81,211

減価償却費 79,904 72,463

減損損失 － 3,141

賞与引当金の増減額（△は減少） △19,146 △9,507

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,294 18,702

受取利息及び受取配当金 △1,964 △2,275

支払利息 1,977 1,283

投資有価証券評価損益（△は益） 4,102 －

売上債権の増減額（△は増加） 125,569 △11,863

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,133 △5,978

仕入債務の増減額（△は減少） 292 △29,080

未払金の増減額（△は減少） △3,132 △32,664

その他 △18,707 △35,341

小計 283,566 50,089

利息及び配当金の受取額 1,908 2,319

利息の支払額 △1,960 △1,252

法人税等の支払額 △105,618 △31,038

長期預り金の返還による支払額 △96 △1,080

営業活動によるキャッシュ・フロー 177,799 19,037

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △29,584 △57,374

有形固定資産の売却による収入 13,567 －

無形固定資産の取得による支出 △3,498 －

投資有価証券の取得による支出 △1,876 △1,969

その他 1,200 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,192 △59,343

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △100,000 △110,000

リース債務の返済による支出 △8,702 △5,940

配当金の支払額 △28,027 △28,027

財務活動によるキャッシュ・フロー △136,730 △143,967

現金及び現金同等物に係る換算差額 △992 122

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 19,883 △184,150

現金及び現金同等物の期首残高 1,354,397 1,462,482

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,374,281 ※ 1,278,331
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

　

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

給与及び手当 268,368千円 284,348千円

賞与引当金繰入額  51,562  53,969

　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,374,281千円 1,278,331千円

現金及び現金同等物 1,374,281 1,278,331

  

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日  至平成24年９月30日）
１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 28,027 3.50  平成24年３月31日  平成24年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年10月22日
取締役会

普通株式 28,027 3.50  平成24年９月30日  平成24年12月７日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日  至平成25年９月30日）
１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 28,027 3.50  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後と
なるもの

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年10月24日
取締役会

普通株式 28,027 3.50  平成25年９月30日  平成25年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

工事施工 溶接材料 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,635,482 738,085 3,373,567 352,910 3,726,478 － 3,726,478

セグメント間の

振替高
－ 151,131 151,131 32,572 183,704 △183,704 －

計 2,635,482 889,217 3,524,699 385,483 3,910,183 △183,704 3,726,478

セグメント利益 218,569 131,853 350,423 25,587 376,010 △289,772 86,237

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向け

のアルミダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△289,772千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

工事施工 溶接材料 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売

上高
2,665,712 734,587 3,400,299 307,222 3,707,522 － 3,707,522

セグメント間の

振替高
－ 153,364 153,364 29,971 183,335 △183,335 －

計 2,665,712 887,951 3,553,663 337,194 3,890,857 △183,335 3,707,522

セグメント利益 226,214 127,739 353,954 19,739 373,694 △298,352 75,341

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向け

のアルミダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△298,352千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報

告セグメントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　記載すべき重要なものはありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円72銭 2円71銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 37,809 21,672

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 37,809 21,672

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,007 8,007

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ま　　　　せん。

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

    平成25年10月24日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額………………………………………28,027千円

 (ロ）１株当たりの金額…………………………………３円50銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年12月６日

 （注）  平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

  
平成25年11月６

日　

特殊電極株式会社   

取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 木　 村　　 文　　彦　 印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士 岡　 本　 健　一　郎　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている特殊電極株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、特殊電極株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四

半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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